
さ んりんしゃ

　にしたのは？子ど
もたちの大好きな乗

り物であること。そして３つ
の車輪を，前輪を子どもたち
後輪の一つを保護者（親），
残りの後輪を職員（園）にな
ぞらえて，子どもたちのド
リームサポーターとして，子
どもたちの健やかな成長のた
めに，保護者の皆さんと職員
（園）が一緒（協力して）に
なって後押しできるようにと
願い，「さんりんしゃ」と名
前をつけました。内容的に
は，親として，人間としての
考え方や園長としての思いな
ど，好き勝手なことを載せて
いきますので，是非，読んで
いただければと思います。月
１回の発行になります。よろ
しくお願いします。


　子どもたちの「主体性を
大切にし，生き抜くための
「人間力」を育む保育を実践
していきます。と言っても，
180度変わる訳ではありませ

んので，安心してください。
見直し改善を繰り返しながら
前に進むという考え方です。
ご理解とご協力をよろしくお
願いします。


　先日の保護者会総会・春の
エンジョイデーへの参加あり
がとうございました。<(_ _)>


新体制でスタートがきれたの
ではないでしょうか。今後と
も，子どもたちの健やかな成
長のために，ご支援・ご協力
をよろしくお願いします。


z 蒲生てんてんこども園 z

　令和４月１日から社会福祉法人・太陽の風「蒲生てんてんこ
ども園」へ移行しました。と言うより，生まれ変わりましたと
言った方がいいかもしれませんね。(^_-)
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こんな言葉に出合いました　(^^)/


　●一生懸命だと「知恵」がでる
 

　●中途半端だと「愚痴」がでる
 

　●いい加減だと「言い訳」がで
る 

　お互い生身の人間ですから，時
には愚痴も言い訳も

出るでしょう。しかし，あくまで
「時には」です。



「～いやぁそれは無理です。できないですよ」よく耳にする言葉で
ある。確かにできない？要因があるのだろう。逆にそのできない
要因がなくなれば、克服できればできるようになるはずである。　 
　かつて現役時代，上司に企画書を持っていった時に言われたこ
とです。「ここはこんなふうにできないのか？」と問われ「いえ、
そこはちょっとできないです」と応えると「どうしてできないの
か、その要因はなんか。できない要因を取り払うことができれ
ば、できるのか、どうか？」と突っ込まれ、「それが克服できれ

ばできます」と応えると、「じゃあ、あなたの仕事は、そのできない要因を取り除くことから始め
るべきじゃないか」。確かにおっしゃるとおり・・・ 
　以来、仕事に対する考え方が変わったような気がします。 
　私たち教師・保育士にとって、できない要因を取り除くための努力をするのも一つの大きな仕事
だといえます。 
　日常、子どもたちに対して保育を行っている。できないで困っている子どもの姿を目にしたとき
私たちはできないで困り感をもった子どもたちのために、どう対応し支援すればいいのか、寄り添
えばいいのか，理解してもらえるのか、教材研究をし、内容や方法を実践しているはずです。　　
脱皮する生き物は、命がけで変わるんです。  
　私たち保育のプロ（教育のプロ）としての自覚と責任を考えると、もっと努力するべきではない
のかと反省するところです。 
　教育活動を進める中で、「できない」とか「大変」という前に、もっとポジティブに新しいもの
を生み出すために、園として（保育力向上）成長するために必要に応じ、必死になって脱皮してい
くことが必要ではないでしょうか。子どもたちの明るい未来のために、また自らの成長のために。
「できない」ではなく「どうしたらできるか」という前向きな考え方を基本的なスタンスとして。
「実践のみが現状を変える唯一の手段である」ことを常に意識して 
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　「蒲生てんてんこども園」へと園名が変わった。変わったのは，名称だけではないことを職員も
保護者の皆さんもしっかりと受けとめる必要があります。 
　広辞苑を引くと「脱皮」とは、「自分の体が成長していくにつれ、その外皮がまとまって剥がれ
ることである。とあります。 
　「前例に依らず目的に依る」ということも。 
　よく学校では、自分の殻を破って新しい自分に・・・と子どもたちに立志の指導をします。 
　学校や幼稚園・保育園等を見たとき、どうだろうか？旧態依然とした部分が残っているような気
がしてなりません。教育の中で「不易と流行」という言葉がよく使われます。現場を変えるために
は、職員一人ひとりの意識改革が重要です。職員一人ひとりの意識を変え、取り組みを見直してい
くことで子どもたちを変えることにつながります。しかしながら、まだまだ変える事や新しい取組
への抵抗感が強い気がしてなりません。 
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